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　このハンス・ヴァルター・ガブラーとのインタビューは、ラリッサ・べーハムが実施
した。インタビューの質問は元の彼女のドイツ語を直訳したもので、ドイツ語でのイン
タビューの回答はハンス・ヴァルター・ガブラーによるその場での返答である。インタ
ビューの内容は自動翻訳を用いて英語に書き換えられ、ガブラー自身によって入念に再
照合された。
　ジェイムズ・ジョイスとノラ・バーナクルが最初に逢瀬を重ねたのは、120年前の
1904年6月16日のことだ。『ユリシーズ』という小説を、ジェイムズ・ジョイスとノラ・
バーナクルに対応する登場人物であるレオポルド・ブルームとモリー・ブルームを中心
に書くことで、ジョイスはこの日付を永遠に文学史に刻んだ。『ユリシーズ』はジョイ
スの40歳の誕生日にあたる1922年の6月16日［訳者註：実際は2月2日］に刊行された。
以来、小説の読者は何世代にも亘りこの日を「ブルームズデイ」と呼んでいる。1984
年のブルームズデイに『ユリシーズ』の批判・共観版がミュンヘンで刊行された。従っ
て、2024年の今年はこの版の40周年にあたる。一つの版に文学作品の生成過程と刊行
版のテクストを組み合わせる発想は斬新だった。当初は賛否両論の物議を醸したが、今
日この版の評価は不動のものとなっている。

ジョイスはかつて自身の傑作『ユリシーズ』を、ゴシップ満載であらゆるものが詰まっ
た記録と呼んだことが知られています。ジョイスは多弁だと思いますか？

そうは思わない。私見では、ジョイスはテクストを通して自分の世界を丸ごと創造する
作家だと思う。ジョイスは字義通りの「多弁」には当てはまらない。その逆で、思考が
複雑化する中、彼はあらゆる手段をもってその複雑さを言語で表現しようとする。彼に
とって、それは雄弁な厳密さとなり、多弁とは違う。

『ユリシーズ』がこれほど晦渋で浩瀚なのは、数世紀先まで教授たちを忙しくさせるた
めだとジョイスは言ったのですよね？

それはまた別の話で、作品解釈の潜在性の濃密さと複雑さを示唆している。そもそも『ユ
リシーズ』が刊行されてから、まだ百年ほどしか経っていない。従って、我々が彼の思
考と感情が織りなす複雑な作品世界を構成するあらゆるものを把握するのに、まだまだ
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時間はかかるだろう。ジョイスの最も実験的な『フィネガンズ・ウェイク』が画期的な
のは、この言語の多元性がより突き詰められ、言葉の形態や文法規則が多方向の暗示を
誘発するまでに歪められていることだ。

それこそがジョイスの作品が今やデジタル・テクスト形式の先駆として認識される所以
だと思います。『ユリシーズ』における意味の網や集合体には穴がないとされていますが？

それは大方正しい。私の『ユリシーズ』読解とジョイス解釈は、当然ながら編集文献学
やテクスト生成批評から強く影響を受けている。テクスト生成批評の捉え方では、作品
というものは相互に参照して分析可能な複数のテクストの層や異本から成る。ジョイス
の作品の生成経路は、複数の段階に亘り驚くほど多様な方法で保存されている。彼が残
した手稿やタイプ原稿の異本、あるいは創作の材料やノートを見れば、どこで何を変え
たか知ることが出来る。それはもちろん、テクスト全体の拡充に繋がるものだ。作者に
よる削除や上書きさえも、創作そのものの痕跡を消すことはない。読者や批評家にとっ
て、それはテクストという連続体の一要素であることに変わりはない。その生成順序を
辿ってテクストを読むことは、その深層も認識することに他ならない。

テクスト生成批評の観点から文学を考察する付加価値について解説してくれましたね。

少なくとも印刷技術の発明以来、テクストはその成果物である本と同視されてきた。そ
こで記録されているのはしかし、ある過程の終わりを示すに過ぎない。更に、啓蒙時代
の頃から、著

オーサーシップ
者は原作者たる存在にだけ対応するものとして捉えられてきた。これは

基本的に、聖書を世にもたらしたとされる聖霊あるいは他の存在の代替だ。この考えが
普及し、16世紀・17世紀になっても究極的には――つまり根源的には――神自身に由
来する聖書の誤植を冒した印刷者は厳しく罰されることもあった。やがて作者が中心的
な創作者と見做されるようになる。しかし、実際には作者は自らが書いた文章と極めて
対話的な関係にあるのだ。創作の成果物が文章として具現化した瞬間、それは作家に読
まれることで認識され（再）創造される対象ともなる。作者の、執筆者・著者そして読
者としての執筆途中のテクストとの二重の関係性は重要だ。これは、最終的に（例えば
刊行後の）テクストを受容する読者との関係性、ならびに着想から作者／テクスト／読
者という段階を経て変遷していくテクストと読者の関係性を吟味するうえでも考慮され
るべきものだ。テクストと作者、ひいてはそれを受容する側との関係を巡る認識の変化
はとても重要だ。

それでは、読者は読者で今まで「受動的」すぎたわけですね？

テクストというのは、読者によって改めて思考が巡らされ、作者が全く考えなかった事柄
と結びつけられてはじめて命が宿るものだ。読者が耳を傾けたり、思考を巡らせたり、共
感したり、そして自分の経験に引きつけたりすることはテクストの非常に重要な要素だ。
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二次文献が少ない作者もいれば、壁が埋まるくらい膨大な作者もいます—ジョイスのよ
うに。これは、ジョイスが他の作者より読者と「対話」するということなのでしょうか？

いわゆる二次文献と言われるものに焦点を当てて、この不均衡について論じることも出
来るだろう。その背後には、解釈という概念と、まず何か先立つものがあるという考え
がある。つまり、作者こそが作品を生み出し、他の者による棚を埋めるほどの大量の書
きものは全て副次的な材料に過ぎない、という考えだ。頷ける一方、その分類ではとも
すると我々がどのように文学作品について考え、感じ、共感するかについて十分考慮す
ることは出来ない。サルマン・ラシュディーは新作『ナイフ』において、文学テクスト
を「人々がその世界の中に住んでみたくなるような物語」と呼んでいる。

あなたの新しい編集手法は、どのように考案されたのですか？

あなたの前にいるこの編者は、先程説明した手法をあまり鑑みなかった学派出身なのだ。
私が同僚と共に編纂した『ユリシーズ』は、ジョイスが実際書いたものを再現する試み
であることを強調して伝えるようにしている。ジョイスのテクストは、三十年・四十年
の間ジョイスと同時代のものだった。彼の死後、作品の聖典化が始まった。作家が非常
に重要な作家である場合、その死はそれまでの認識の転換をもたらす。何千年も前から
続く、伝承されたものの保存に努めてきた歴史的な伝統に即すと、この聖典化の転機を
もって編集が始まる。我々の作業に関して言えば、比較検討する材料はジョイスあるい
は他者が書いた手稿、刊行あるいは再刊されたテクストになる。ジョイスが書いたもの
の多くは保存されている。我々は、かなりの部分については、ジョイスが書いたものを
提示あるいは再現出来たと言える。これまでまともに読めなかったもの、あるいは失わ
れてしまったものを鑑みると、この点において我々の版が達成したことは多い。いくつ
かの箇所では、編者が批評家としての判断を駆使し、編集以前の伝承とつき合わせて、
あるべきテクストの姿を、言うなれば解釈する場合もあった。英米系の編集文献学は作
者の意図の再現に焦点を当ててきた。これは奇妙な考え方である。というのも、テクス
トがそれを備えない場合に作者の意図を提示することは、乱暴に言えば捏造になる。一
方で、ドイツ系の編集文献学は歴史学的な手法をとる。編集を過程として捉えることは
――まだ――しないが、異本の区別はしてきた。ドイツ系の編集文献学は個々の物質
的な伝承を区別し、編集を通して個別に版を提示する。それぞれの版においては、伝承
が物質的に遺したものを採択する。異本内においては、明らかな誤りのみを正す。

そしてあなたは英米系とドイツ系の手法を組み合わせたのですね？

基本的にはそうだ。早い内から、ジョイスとジョイス研究の伝統に報いるためには英米
系とドイツ系の編集文献学的手法を組み合わせるしかないと悟った。そのような編集文
献学の用語と概念の組み合わせを以って、ジョイスが書いたものに加えてその成果物を
生み出した過程を提示したいと思った。根本的には、まず、1922年から84年に至るま
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でテクストとして刊行されたジョイスの小説における5000あまりの箇所が、実際に彼
によって書かれたものではないということを特定することを意味した。このように、編
集というものは事実確認と批判の両方の作業を伴う。事実確認は、伝承に即してジョイ
スが書いたものを裏付ける際に行われるもので、批判は伝承において欠落があり編者が
読解を定める際に行われる。現存する印刷されたテクストにおいて編者がこのように施
した改訂は、編者によって批判的に確定されたものなのだ。我々の版が刊行されて間も
ない頃、これこそが今や決定版であるという主張がなされたことがあった。しかし、批
判的な編集と決定版は相容れないもので、それらが両立することはない。

どのようにしてジョイス研究を始めたのですか？　また、どのような経緯でガブラー版
の着想を得たのでしょうか。

ミュンヘンで博士課程を終えた後に、オックスフォードにしばらく滞在してシェイクス
ピアの時代の韻文と散文についてのテクスト生成研究の下調べをしていた。たまたま、
メモ書きの付いたジョイスの『ある若き芸術家の肖像』のテクストを見つけた。そのメ
モ書きは、ジョイスの出版を手掛けたハリエット・ショー・ウィーヴァーが第二の市販
版を準備するためのものだった。『スティーヴン・ヒアロー』と『ある若き芸術家の肖像』
の学術編集版は比較的早い段階で刊行されていた。しかし『ユリシーズ』は、いやはや

「アイガーの北壁」のようなものだった。誰もそれに挑戦しようとはしなかった。一回
試みがなされたものの、それは失敗に終わった。そこで私が『ユリシーズ』編集に挑ん
だのだ。そしてシェイクスピアの時代の韻文と散文のテクストの伝承研究が日の目を見
ることはなくなった。
 
誰がその作業を手伝ったのでしょうか？

奨学金を得て、1978年からチームと共に作業をすることが出来た。ただその頃の私は
研究補佐員で、まだ一人前の研究者ではなかった。私はチームを作り、英語・ドイツ語
研究の同僚であり、驚くほど博学で古典の素養があるヴォルフハルト・シュテップが加
わった。その頃はまだ学生だったクラウス・メルキオールもチームに入った。二人は最
終的にこの版の共同編集者となった。『ユリシーズ』編集時代はまだ学生だったヴァル
ター・ヘッチェは、その後私と共に『ある若き芸術家の肖像』と『ダブリンの市民』を
編集した。チャリティー・スコット・ストークス博士は学科の英語講師で、英語の母語
話者だった。このように、6年に亘るプロジェクトの途中で身分はやや変わったものの、
チームの殆どは学生だった。それは一生ものの友情を育むこととなった。

他の人とは違って、あなたはジョイスの筆跡からどういうことが読み取れるのですか？

ジョイスが書いた元の文章を転写されたものと付き合わせて作業を行うとき、自分の前
に転写した人とは違う見方で読み解くことがたまにある。自分がジョイスの筆跡の最も
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卓越した読み手であると主張する気は毛頭ない。例えばアイルランドのダニス・ローズ
は、素晴らしい共同作業者だが、私は彼よりもジョイスの筆跡から多くのことを紐解け
る。これには、筆致の動きの力学を感知することも関係してくる。ミュンヘンのバッハ
合唱団で歌い始めて何年も経った頃、一度リハーサルの時バッハの『マタイ受難曲』の
複写を膝に置いていたことがある。聴きながら読んでいると、突然その曲の感情の動き
が、手書きの線の厚さや流麗さ、はたまた記号の間の余白の大きさを通して、複写自体
に反映されていることに気づいた。余談だが、フランツ・カフカはページの終わりに来
ると新しくまっさらなページを避けるために、文章が読めなくなるほど全てを詰め込ん
だことが知られている。書かれたものを聞くことによって解読することは、編集を手掛
ける前段階としての、書かれたテクストを転写する能力を磨いてくれる。

ジョイスの手稿はどのようなものですか？

ノートの右側のページにテクストの土台となる書き込みが追加されていく。左側のペー
ジは最初空白だが、やがて個別の文章から成る「島」で次々と埋まっていく。それらは、
全て後に執筆途中の文章に転載されて統合される――つまりは推敲のための――加筆
部分だ。

『ユリシーズ』はかつて「小説の完成版」と言われましたが、そう思いますか？

その評価は、「小説」が何なのか分かっていることを前提にしている。小説というジャ
ンルの規範に従えば、『ユリシーズ』はそもそも小説ではなく、それぞれがそれまでの
読解の刷新を必要とする18の挿話の集合だ。だからこそ、多くの人々が遅くとも第三挿
話で読むのをやめてしまう。文体や場面の推移にもうついていけなくなるのだ。この観
点からすると、伝統的な小説は『ユリシーズ』以前に終わっている。『ユリシーズ』を
小説として見做すならば、同じようなものは二度と書かれないということになるだろう。

では何故ガブラー版があれほど物議を醸したのでしょうか…？

…他の学術編集版はそんなことにならないのに？　これは当然、ガブラー版に強く反対
する人物がいたことと関係している。

「ならずもの学者」として知られるジョン・キッドによって火蓋が切られた、いわゆる「ジ
ョイス戦争」のことでしょうか？

「ジョイス戦争」と呼んだのはジョン・キッドで、私ではない。これは基本的には炎上（と
いう用語が一般的になるよりいくらか前のことだが）だった。論客の病的なほどの業績
への執着に起因したね。実際、キッドが『ユリシーズ』の批判・共観版に戦いを挑んだ
ことはとても残念だった。彼は博士号を得たが、大学で職に就けなかった。各地を転々
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とし、ミュンヘンにも二・三週間滞在した。我々は自分達の資料に彼が目を通すことを
（敵愾心無く）歓迎した。彼からすると、我々を攻撃するのに十分な火薬を見つけたこ
とになる。矛盾も甚だしいが、彼は学術編集について完全に無知ながらも、並々ならぬ
知性とジョイスに対する熱意をもってその暴露行為を追求したのだ。彼は編者が何を行
い、何を行うべきか、版は一般的にどのように編集されるかについて学ぼうとした。彼
からすると、ガブラー版は誤りが満載ということに当然なるだろう。

[批判に及ぶ前に]彼は忠告を受けなかったのですか？

いや。彼は大量の資料を渉猟し、詳細な情報を膨大に集めた。彼の目に留まったものの
多くは、彼からすると版のあるべき姿について他の者が言っていることと符号しなかっ
ただろう。アメリカにおいて、この『ユリシーズ』の版が刊行されてから最初の十年は、
その批判・学術的な成果についての理解が、特に学識者において甚だしく欠如していた
ことが、事態を更にややこしくした。それまで、テクスト生成の梗概を示す版はなかっ
た。結果として、キッドはこの『ユリシーズ』の版を全く気に食わない者たちから驚く
ほどの支持を得た。私自身これを、（このこととは関係なく）尊敬する同僚たちから看
守した。彼らが慣れ親しんだ『ユリシーズ』が、今や別のものになってしまった。この
ことは最初、彼らをとても不安にさせた。また、キッドが送った未発表の大量の資料を
編纂し出版したニューヨークのとある雑誌が絡んでいた。彼らはこれをセンセーショナ
ルな一大事件へと仕立て上げた。「ジョイス戦争」には水面化の批判も事欠かなかった。

「ガブラーはドイツ人だ。彼に英語のテクストがどれだけ扱えるというのか？」

追及にうんざりしましたか？

いや。最初はそう認識されなかったが、アメリカで起こったキッドの私に対する批判を
巡る状況は、英米系の編集手法とドイツ系の編集手法が根本的に全く別物であることに
起因した問題だったのだ。それからほぼ10年後の1995年、ニューヨークの学会でイギ
リス人とアメリカ人学者、そして『ジェイムズ・ジョイス・クォータリー』の編者が素
晴らしい反駁を展開した。その間、私はジョージ・ボーンスタインと共に、ドイツ系の
観点に立った編集の理論的基盤についての著作を出版した。それらは共に学説として定
着した。それ以来、私たちが手掛けた版の偉業が真に評価されるようになった。その頃
私は、自分たちの版に対する偏りのない反応を知るためには、次の世代の読者や利用者
を待たなければならないと考えるようになった。そのような人々がやがて現れた。ガブ
ラー版（私自身がそう呼んだわけではない）は今や世界中の大学で標準テクストとして
使われている。

我々の版が伝える最も重要なことは、テクストは過程と成果の両方であるということだ。
これに引き付けると、ガブラー版の一巻本は成果を体現し、学術的に完全版となる三巻
本はそこへの道筋を表している。完全版となる三巻本では、左のページがテクストの層
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を示し、右のページがその成果物としてのテクストを示している。十年に及ぶこの版に
対する批判が、その革新性の認知を遅らせたこともまた事実だ。過程としてテクストの
性質についての理解が一般的に受け入れられるようになるまで、後どのくらいかかるの
か見ものだ。

ガブラー版はジョイスのテクストの多方向性を、意味とテクスト生成の両方の次元で浮
き彫りにしています。後者は実際三次元で可視化することが出来るのでしょうか？

デジタルな三次元性は我々が手掛けた全材料のデジタル記録から生成可能だろう。コン
ピューター処理されたものの基盤はしっかりしている。この土台を元に、ジェイムズ・
ジョイスの『ユリシーズ』のデジタル批判・共観版の作成に向けた重要な初期段階の作
業がロナン・クローリーとヨシュア・ショーブルによって着手されている。<https://
ulysses.online/index.html>

それはコンピューターを援用した初の編集でした。そのことで、あなたは「デジタル人
文学」の父として知られています。それは全てミュンヘンで行われたのでしょうか？

私はここ[ミュンヘン]だけにいた。ただ、テクストの異本を比較――校合――できる
文学研究者仕様のデータ処理のプログラムを搭載した最初で唯一のコンピューターはテ
ュービンゲンにあった。ミュンヘンのコンピュター・センターが知的端末を獲得したの
はもっと後のことだ。我々はこれを夕方使わせてもらうことができた。誰かがトイレに
行って濡れた指を文字盤に置くだけで回路がショートして、保存した二・三時間の作業
が台無しになってしまったりした。人文学におけるデータ処理の黎明期にあたる当時、
そのような惨事のせいで我々の一年分くらいの作業が失われてしまっただろう。

ジョイスが生きている時にあなたがいたら、いい編者となったでしょうか？

リチャード・エルマンは、ジョイスの伝記を次のような一文で始めている。「我々はい
まだにジョイスの同世代人になろうとしている。」私が実際ジョイスの時代のチューリ
ッヒかトリエステかパリにいたとしても、エルマンが言うような意味で自分をジョイス
の同世代人としては認識出来なかっただろう。彼がずっと前からいた境地に私が辿り着
くためには、到底あり得ないような能力を培う必要があっただろうから。

ジョイスと一緒に飲みにでも行ったでしょうか？ あるいはバッハのコンサート？

深く考えずに答えると、二人とも飲んでかなり出来上がるまであまり会話は盛り上がらな
いと思う。音楽の世界なら馬が合ったかもしれない。ジョイスは、言うなれば、自分の言
語をいつも音楽へと翻訳する。想像するに、もし初見で楽譜を読むことを阻む、生涯苛
まれた目の疾患がなかったら、ジェイムズ・ジョイスはプロの歌手になったかもしれない。
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ジョイスに何か教えられたでしょうか？

ほとんど何もないだろう。運が良ければ、彼から何か学べたかもしれない。彼はあらゆ
る技（トリック）をとっくのとうに熟知していたから。


